
平
成
十
九
年
国
土
交
通
省
令
第
十
五
号

港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令

港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
第
五
十
六
条
の
二
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
運
輸
省
令
第
三
十
号
）
の
全
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

目
次第

一
章
　
総
則
（
第
一
条―

第
七
条
）

第
二
章
　
水
域
施
設
（
第
八
条―

第
十
二
条
）

第
三
章
　
外
郭
施
設
（
第
十
三
条―

第
二
十
四
条
）

第
四
章
　
係
留
施
設
（
第
二
十
五
条―

第
三
十
四
条
）

第
五
章
　
臨
港
交
通
施
設
（
第
三
十
五
条―

第
四
十
条
）

第
六
章
　
荷
さ
ば
き
施
設
（
第
四
十
一
条―

第
四
十
四
条
）

第
七
章
　
保
管
施
設
（
第
四
十
五
条
・
第
四
十
六
条
）

第
八
章
　
船
舶
役
務
用
施
設
（
第
四
十
七
条
・
第
四
十
八
条
）

第
九
章
　
移
動
式
施
設
（
第
四
十
九
条―

第
五
十
二
条
）

第
十
章
　
そ
の
他
の
港
湾
の
施
設
（
第
五
十
三
条―

第
五
十
七
条
）

附
則

第
一
章
　
総
則

（
用
語
の
定
義
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
港
湾
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
八
号
）
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
定
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

一
　
要
求
性
能
　
技
術
基
準
対
象
施
設
に
必
要
と
さ
れ
る
性
能
を
い
う
。

二
　
設
計
津
波
　
技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
津
波
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
（
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
、
当
該
施
設
の
要
求
性
能
を
満
足
し
続

け
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
る
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
中
に
発
生
す
る
可
能
性
が
低
く
、
か
つ
、
当
該
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
を
い
う
。

三
　
変
動
波
浪
　
技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
波
浪
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
も
の
を
い
う
。

四
　
偶
発
波
浪
　
技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
波
浪
の
う
ち
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に
発
生
す
る
可
能
性
が
低
く
、
か
つ
、
当
該
施
設
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

を
い
う
。

五
　
レ
ベ
ル
一
地
震
動
　
技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
地
震
動
の
再
現
期
間
と
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
と
の
関
係
か
ら
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
中
に

発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
も
の
を
い
う
。

六
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
　
技
術
基
準
対
象
施
設
を
設
置
す
る
地
点
に
お
い
て
発
生
す
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
地
震
動
の
う
ち
、
最
大
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
も
の
を
い
う
。

七
　
耐
震
強
化
施
設
　
港
湾
計
画
の
基
本
的
な
事
項
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
省
令
（
昭
和
四
十
九
年
運
輸
省
令
第
三
十
五
号
）
第
十
六
条
に
定
め
る
大
規
模
地
震
対
策
施
設
又
は
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
こ
れ

と
同
等
の
機
能
を
有
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
で
あ
っ
て
、
技
術
基
準
対
象
施
設
で
あ
る
も
の
を
い
う
。

（
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
計
）

第
二
条
　
技
術
基
準
対
象
施
設
は
、
自
然
状
況
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
当
該
施
設
の
要
求
性
能
を
満
足
し
、
か
つ
、
施
工
時
に
当
該
施
設
の
構
造
の
安
定
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
適
切

に
設
計
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
施
設
の
設
計
供
用
期
間
を
適
切
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
計
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
技
術
基
準
対
象
施
設
の
施
工
）

第
三
条
　
技
術
基
準
対
象
施
設
は
、
自
然
状
況
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
当
該
施
設
の
要
求
性
能
を
満
足
す
る
よ
う
、
告
示
で
定
め
る
施
工
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
、
適
切
な
方
法
に
よ

り
施
工
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

（
技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
）

第
四
条
　
技
術
基
準
対
象
施
設
は
、
供
用
期
間
に
わ
た
っ
て
要
求
性
能
を
満
足
す
る
よ
う
、
維
持
管
理
計
画
等
（
点
検
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）
に
基
づ
き
、
適
切
に
維
持
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

２
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
状
況
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
、
構
造
特
性
、
材
料
特
性
等
を
勘
案
す
る
も
の
と
す
る
。

３
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
施
設
の
損
傷
、
劣
化
そ
の
他
の
変
状
に
つ
い
て
の
定
期
及
び
臨
時
の
点
検
及
び
診
断
並
び
に
そ
の
結
果
に
基
づ
く
当
該
施
設
全
体
の
維
持
に
係
る
総
合
的
な
評
価
を
適
切
に
行

っ
た
上
で
、
必
要
な
維
持
工
事
等
を
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

４
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
に
当
た
っ
て
は
、
前
項
の
結
果
そ
の
他
の
当
該
施
設
の
適
切
な
維
持
に
必
要
な
事
項
の
記
録
及
び
保
存
を
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

５
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
に
当
た
っ
て
は
、
当
該
施
設
及
び
当
該
施
設
周
辺
の
施
設
を
安
全
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
運
用
方
法
の
明
確
化
そ
の
他
の
危
険
防
止
に
関
す
る
対
策
を
適
切
に
行
う
も
の
と
す
る
。

６
　
前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
基
準
対
象
施
設
の
維
持
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

1



（
環
境
等
へ
の
配
慮
）

第
五
条
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
計
、
施
工
又
は
維
持
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
状
況
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
港
湾
の
環
境
の
保
全
、
港
湾
の
良
好
な
景
観
の
形
成
及
び
港
湾
の
保
安
の

確
保
に
つ
い
て
、
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
が
利
用
す
る
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
自
然
状
況
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
を
勘
案
し
て
、
高
齢
者
、
障
害
者
そ
の
他
日
常
生
活
又
は
社
会
生
活
に
身
体

の
機
能
上
の
制
限
を
受
け
る
者
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
に
配
慮
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
自
然
状
況
等
の
設
定
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
六
条
　
技
術
基
準
対
象
施
設
の
設
計
、
施
工
又
は
維
持
に
お
け
る
、
自
然
状
況
、
利
用
状
況
そ
の
他
の
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
の
設
定
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

（
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
）

第
七
条
　
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
は
、
施
工
時
及
び
供
用
時
に
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
諸
条
件
に
照
ら
し
、
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
変
動
波
浪
、
水
の
流
れ
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
漂
流
物
の
衝
突
等
の
作

用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
施
設
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
施
設
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
施
設
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
施
設
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
が
置

か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
施
設
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二
　
設
計
津
波
か
ら
当
該
施
設
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
施
設
の
機
能
の
回

復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

３
　
第
一
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
施
設
に
必
要
と
さ

れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
施
設
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
必
要
と
す
る
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動

の
作
用
後
に
当
該
施
設
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

４
　
前
三
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
技
術
基
準
対
象
施
設
を
構
成
す
る
部
材
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
二
章
　
水
域
施
設

（
通
則
）

第
八
条
　
水
域
施
設
は
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
及
び
船
舶
の
航
行
そ
の
他
の
当
該
施
設
周
辺
の
水
域
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
適
切
な
場
所
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
静
穏
に
保
つ
必
要
が
あ
る
水
域
施
設
に
は
、
波
浪
、
水
の
流
れ
、
風
等
に
よ
る
影
響
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

３
　
土
砂
等
に
よ
る
埋
没
が
生
じ
る
お
そ
れ
が
あ
る
水
域
施
設
に
は
、
こ
れ
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
航
路
の
要
求
性
能
）

第
九
条
　
航
路
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
航
行
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
波
浪
、
水
の
流
れ
及
び
風
の
状
況
並
び
に
そ
の
周
辺
の
水
域
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
と
す
る
。

（
泊
地
の
要
求
性
能
）

第
十
条
　
泊
地
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
波
浪
、
水
の
流
れ
及
び
風
の
状
況
並
び
に
そ
の
周
辺
の
水
域
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
と
す
る
。

（
船
だ
ま
り
の
要
求
性
能
）

第
十
一
条
　
船
だ
ま
り
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
波
浪
、
水
の
流
れ
及
び
風
の
状
況
並
び
に
そ
の
周
辺
の
水
域
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
水
域
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
十
二
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
水
域
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
三
章
　
外
郭
施
設

（
通
則
）

第
十
三
条
　
外
郭
施
設
は
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
及
び
船
舶
の
航
行
そ
の
他
の
当
該
施
設
周
辺
の
水
域
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
適
切
な
場
所
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

（
防
波
堤
の
要
求
性
能
）

第
十
四
条
　
防
波
堤
の
要
求
性
能
は
、
港
湾
内
の
水
域
の
静
穏
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
、
船
舶
の
安
全
な
航
行
、
停
泊
又
は
係
留
、
貨
物
の
円
滑
な
荷
役
及
び
港
湾
内
の
建
築
物
、
工
作
物
そ
の
他
の
施
設
の
保
全
を
図
る
も
の
と
し

て
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
港
湾
内
に
侵
入
す
る
波
浪
を
低
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
防
波
堤
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
高
潮
又
は
設
計
津
波
か
ら
当
該
防
波
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
　
高
潮
又
は
設
計
津
波
に
よ
る
港
湾
内
の
水
位
の
上
昇
及
び
流
速
を
適
切
に
抑
制
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要

件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
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二
　
環
境
の
保
全
を
図
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
　
当
該
防
波
堤
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
　
当
該
防
波
堤
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

四
　
当
該
防
波
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
　
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷

等
が
、
当
該
防
波
堤
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
防
波
堤
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
設
計
津
波
か
ら
当
該
防
波
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
防
波
堤
の
要
求

性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
防
波
堤
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
波
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
波
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
当
該
防
波
堤
を
設
置

す
る
地
点
に
お
い
て
設
計
津
波
を
超
え
る
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
津
波
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
津
波
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
当
該
防
波
堤
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
防
砂
堤
の
要
求
性
能
）

第
十
五
条
　
防
砂
堤
の
要
求
性
能
は
、
漂
砂
に
よ
る
水
域
施
設
の
埋
没
の
抑
制
を
図
る
も
の
と
し
て
、
漂
砂
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
防
砂
堤
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
防
潮
堤
の
要
求
性
能
）

第
十
六
条
　
防
潮
堤
の
要
求
性
能
は
、
そ
の
背
後
地
の
防
護
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
波
浪
及
び
高
潮
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
土
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
防
潮
堤
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
潮
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も

の
と
す
る
。

一
　
設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
防
潮
堤
の
背
後
地
を
防
護
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る

要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
防
潮
堤
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
防
潮
堤
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
防
潮

堤
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
防
潮
堤
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
こ
と
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
防
潮
堤
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
防
潮
堤
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
当
該
防
潮
堤
を
設
置

す
る
地
点
に
お
い
て
設
計
津
波
を
超
え
る
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
津
波
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
津
波
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
当
該
防
潮
堤
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
導
流
堤
の
要
求
性
能
）

第
十
七
条
　
導
流
堤
の
要
求
性
能
は
、
漂
砂
に
よ
る
水
域
施
設
の
埋
没
及
び
河
口
の
閉

そ
く塞

の
抑
制
を
図
る
も
の
と
し
て
、
漂
砂
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
導
流
堤
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
水
門
の
要
求
性
能
）

第
十
八
条
　
水
門
の
要
求
性
能
は
、
そ
の
背
後
地
の
防
護
及
び
不
要
な
内
水
の
排
除
を
図
る
も
の
と
し
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
高
潮
に
よ
る
越
流
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
当
該
水
門
の
背
後
地
の
防
護
及
び
不
要
な
内
水
の
排
除
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
自
重
、
水
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
水
門
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
水
門
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
水
門
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す

る
。

一
　
設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
か
ら
当
該
水
門
の
背
後
地
を
防
護
す
る
必
要
が
あ
る
水
門
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
又
は
偶
発
波
浪
に
よ
る
越
流
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
。

二
　
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
水
門
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
水
門
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
水
門
が
置

か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
性
能
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
水
門
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
水
門
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

３
　
前
二
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
水
門
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
水
門
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
当
該
水
門
を
設
置
す
る
地

点
に
お
い
て
設
計
津
波
を
超
え
る
規
模
の
強
さ
を
有
す
る
津
波
が
発
生
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
津
波
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
当
該
水
門
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
と
す
る
。

（
閘
門
の
要
求
性
能
）

第
十
九
条
　

こ
う閘

門
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
が
水
位
の
異
な
る
水
域
間
に
お
い
て
安
全
か
つ
円
滑
な
航
行
を
図
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
条
（
第
一
項
第
二
号
を
除
く
。
）
の
規
定
は
、
閘
門
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
護
岸
の
要
求
性
能
）

第
二
十
条
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
護
岸
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
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２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
護
岸
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
環
境
の
保
全
を
図
る
護
岸
の
要
求
性
能
　
当
該
護
岸
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
護
岸
の
要
求
性
能
　
当
該
護
岸
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
堤
防
の
要
求
性
能
）

第
二
十
一
条
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
堤
防
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
突
堤
の
要
求
性
能
）

第
二
十
二
条
　
突
堤
の
要
求
性
能
は
、
漂
砂
に
よ
る
影
響
の
抑
制
を
図
る
も
の
と
し
て
、
漂
砂
を
制
御
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
第
十
四
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
は
、
突
堤
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
胸
壁
の
要
求
性
能
）

第
二
十
三
条
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
胸
壁
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
外
郭
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
二
十
四
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
外
郭
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
四
章
　
係
留
施
設

（
通
則
）

第
二
十
五
条
　
係
留
施
設
は
、
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
及
び
船
舶
の
航
行
そ
の
他
の
当
該
施
設
周
辺
の
水
域
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
適
切
な
場
所
に
設
置
す

る
も
の
と
す
る
。

（
岸
壁
の
要
求
性
能
）

第
二
十
六
条
　
岸
壁
の
要
求
性
能
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
係
留
、
人
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
及
び
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
土
圧
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
船
舶
の
接
岸
及
び

け
ん牽

引
、
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
岸
壁
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
環
境
の
保
全
を
図
る
岸
壁
の
要
求
性
能
　
当
該
岸
壁
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
岸
壁
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た

だ
し
、
当
該
岸
壁
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
岸
壁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
岸
壁
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継

続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
係
船
浮
標
の
要
求
性
能
）

第
二
十
七
条
　
係
船
浮
標
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
安
全
な
係
留
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
変
動
波
浪
、
水
の
流
れ
及
び
船
舶
の
牽
引
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
係
船
浮
標
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
係
船
浮
標
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
係
船
浮
標
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
等
の
作
用
に
よ
る

損
傷
等
が
、
当
該
係
船
浮
標
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
係
船
浮
標
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
係
船
く
い
の
要
求
性
能
）

第
二
十
八
条
　
係
船
く
い
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
安
全
な
係
留
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
係
船
く
い
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
桟
橋
の
要
求
性
能
）

第
二
十
九
条
　
桟
橋
の
要
求
性
能
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
係
留
、
人
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
及
び
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
土
圧
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
、
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
桟
橋
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
環
境
の
保
全
を
図
る
桟
橋
の
要
求
性
能
　
当
該
桟
橋
の
本
来
の
機
能
を
損
な
わ
ず
港
湾
の
環
境
を
保
全
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
桟
橋
の
要
求
性
能
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
桟
橋
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た

だ
し
、
当
該
桟
橋
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
必
要
と
す
る
桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
桟
橋
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
浮
桟
橋
の
要
求
性
能
）

第
三
十
条
　
浮
桟
橋
の
要
求
性
能
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
係
留
、
人
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
及
び
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。
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二
　
自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
、
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
浮
桟
橋
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
当
該
浮
桟
橋
の
被
災
に
伴
い
、
人
命
、
財
産
又
は
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
浮
桟
橋
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
設
計
津
波
、
偶
発
波
浪
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷

等
が
、
当
該
浮
桟
橋
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
浮
桟
橋
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
物
揚
場
の
要
求
性
能
）

第
三
十
一
条
　
第
二
十
六
条
又
は
第
二
十
九
条
の
規
定
は
、
物
揚
場
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
船
揚
場
の
要
求
性
能
）

第
三
十
二
条
　
船
揚
場
の
要
求
性
能
は
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
揚
げ
お
ろ
し
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
変
動
波
浪
、
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
船
揚
場
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
係
留
施
設
の
附
帯
設
備
の
要
求
性
能
）

第
三
十
三
条
　
係
留
施
設
の
附
帯
設
備
の
要
求
性
能
は
、
種
類
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
係
留
施
設
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
に
資
す
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
土
圧
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
船
舶
の
接
岸
及
び
牽
引
、
載
荷
重
、
車
両
の
衝
突
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
設
備
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
で
あ
る
係
留
施
設
の
附
帯
設
備
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
設
備
に

必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
設
備
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
施
設
の
附
帯
設
備
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、

レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
設
備
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
係
留
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
三
十
四
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
係
留
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
五
章
　
臨
港
交
通
施
設

（
通
則
）

第
三
十
五
条
　
臨
港
交
通
施
設
の
要
求
性
能
は
、
種
類
に
応
じ
て
、
車
両
、
船
舶
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
利
用
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
並
び
に
港
湾
及
び
そ
の
背
後
地
の
交
通
の
状
況
に
照
ら

し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
臨
港
交
通
施
設
の
要
求
性
能
は
、
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
波
浪
、
水
の
流
れ
、
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
、
火
災
に
よ
る
火
熱
、
船
舶
の
衝
突
等
に
対
し
て
安
定
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
道
路
の
要
求
性
能
）

第
三
十
六
条
　
道
路
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
港
湾
に
お
け
る
交
通
の
特
性
を
考
慮
し
た
上
で
港
湾
内
及
び
港
湾
と
そ
の
背
後
地
と
の
間
に
お
け
る
車
両
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
道
路
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
の
構
造
を
有
す
る
道
路
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
自
重
、
土
圧
、
水
圧
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
道
路
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
、
火
災
に
よ
る
火
熱
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
道
路
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
駐
車
場
の
要
求
性
能
）

第
三
十
七
条
　
駐
車
場
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
港
湾
の
利
用
及
び
港
湾
内
に
お
け
る
車
両
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
に
支
障
が
な
く
、
か
つ
、
車
両
を
安
全
に
駐
車
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
駐
車
場
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
橋
梁
の
要
求
性
能
）

第
三
十
八
条
　
橋

り
よ
う

梁

の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
港
湾
に
お
け
る
交
通
の
特
性
を
考
慮
し
た
上
で
港
湾
内
及
び
港
湾
と
そ
の
背
後
地
と
の
間
に
お
け
る
車
両
等
の
安
全
か
つ
円
滑
な
交
通
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
変
動
波
浪
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
、
船
舶
の
衝
突
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
橋
梁
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

三
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
橋
梁
の
機
能
が
損
な
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
橋
梁
の
構
造
の
安
定
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
橋
梁
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会

状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
橋
梁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
橋
梁
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
耐
震
強
化
施
設
に
接
続
す
る
道
路
に
係
る
橋
梁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用

後
に
当
該
橋
梁
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
橋
梁
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
橋
梁
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て

は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
橋
梁
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
運
河
の
要
求
性
能
）

第
三
十
九
条
　
運
河
の
要
求
性
能
は
、
航
行
す
る
船
舶
そ
の
他
港
湾
に
お
け
る
交
通
の
特
性
を
考
慮
し
た
上
で
港
湾
内
に
お
け
る
船
舶
の
安
全
か
つ
円
滑
な
航
行
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
と
す
る
。
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（
臨
港
交
通
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
四
十
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
臨
港
交
通
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
六
章
　
荷
さ
ば
き
施
設

（
通
則
）

第
四
十
一
条
　
荷
さ
ば
き
施
設
の
要
求
性
能
は
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
及
び
貨
物
の
取
扱
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
荷
さ
ば
き
施
設
の
要
求
性
能
は
、
自
重
、
波
浪
、
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
等
に
対
し
て
安
定
性
を
有
す
る
こ
と
と
す
る
。

（
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
）

第
四
十
二
条
　
固
定
式
荷
役
機
械
及
び
軌
道
走
行
式
荷
役
機
械
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
荷
役
機
械
」
と
い
う
。
）
の
要
求
性
能
は
、
安
全
か
つ
円
滑
な
貨
物
の
荷
役
を
図
る
も
の
と
し
て
、
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る

も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
当
該
荷
役
機
械
が
、
船
舶
の
係
留
及
び
離
着
岸
の
支
障
と
な
ら
な
い
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
と
の
荷
役
の
用
に
供
す
る
荷
役
機
械
（
石
油
荷
役
機
械
、
液
化
石
油
ガ
ス
荷
役
機
械
及
び
液
化
天
然
ガ
ス
荷
役
機
械
（
次
号
に
お
い
て
「
石
油
荷
役
機
械
等
」
と
い
う
。
）
を
除
く
。
）
の
要
求
性
能
　
自
重
、
レ
ベ
ル
一
地

震
動
、
載
荷
重
及
び
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
荷
役
機
械
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

二
　
石
油
荷
役
機
械
等
の
要
求
性
能
　
自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
風
、
石
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
及
び
液
化
天
然
ガ
ス
の
重
量
及
び
圧
力
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
石
油
荷
役
機
械
等
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用

す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

三
　
耐
震
強
化
施
設
に
設
置
さ
れ
る
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
当
該
荷
役
機
械
の
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
荷
さ
ば
き
地
の
要
求
性
能
）

第
四
十
三
条
　
荷
さ
ば
き
地
の
要
求
性
能
は
、
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
さ
ば
き
を
図
る
も
の
と
し
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
さ
ば
き
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
載
荷
重
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
荷
さ
ば
き
地
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
災
害
時
に
耐
震
強
化
施
設
と
一
体
と
な
っ
て
機
能
を
発
揮
す
る
必
要
が
あ
る
荷
さ
ば
き
地
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ

ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
荷
さ
ば
き
地
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
荷
さ
ば
き
地
が
置
か
れ
る
自
然
状
況
、
社
会
状
況
等
に
よ
り
、
更
に
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
必

要
が
あ
る
荷
さ
ば
き
地
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
荷
さ
ば
き
地
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
荷
さ
ば
き
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
四
十
四
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
荷
さ
ば
き
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
七
章
　
保
管
施
設

（
保
管
施
設
の
要
求
性
能
）

第
四
十
五
条
　
保
管
施
設
の
要
求
性
能
は
、
貨
物
の
安
全
か
つ
適
切
な
保
管
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
及
び
貨
物
の
取
扱
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
と
す
る
。

（
保
管
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
四
十
六
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
保
管
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
八
章
　
船
舶
役
務
用
施
設

（
船
舶
役
務
用
施
設
の
要
求
性
能
）

第
四
十
七
条
　
船
舶
役
務
用
施
設
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
へ
の
安
全
か
つ
円
滑
な
役
務
の
提
供
を
図
る
も
の
と
し
て
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
及
び
船
舶
の
入
港
の
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
船
舶
の
た
め
の
給
水
施
設
の
要
求
性
能
は
、
船
舶
へ
の
給
水
が
衛
生
的
に
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

３
　
船
舶
保
管
施
設
の
要
求
性
能
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
船
舶
を
安
全
に
搬
入
し
、
又
は
搬
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
船
舶
を
適
切
に
固
定
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

（
船
舶
役
務
用
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
四
十
八
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
船
舶
役
務
用
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
九
章
　
移
動
式
施
設

（
通
則
）

第
四
十
九
条
　
移
動
式
施
設
の
要
求
性
能
は
、
地
象
、
気
象
、
海
象
そ
の
他
の
自
然
状
況
、
貨
物
の
取
扱
状
況
及
び
旅
客
の
利
用
状
況
に
照
ら
し
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
移
動
式
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
）

第
五
十
条
　
移
動
式
荷
役
機
械
の
要
求
性
能
は
、
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
貨
物
の
安
全
か
つ
円
滑
な
荷
役
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
移
動
式
荷
役
機
械
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。
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（
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
要
求
性
能
）

第
五
十
一
条
　
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
要
求
性
能
は
、
旅
客
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
を
図
る
も
の
と
し
て
、
構
造
形
式
に
応
じ
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
旅
客
の
安
全
か
つ
円
滑
な
乗
降
が
行
え
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
自
重
、
レ
ベ
ル
一
地
震
動
、
載
荷
重
、
風
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
当
該
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
の
機
能
を
損
な
わ
ず
継
続
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
移
動
式
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
五
十
二
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
移
動
式
施
設
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示
で
定
め
る
。

第
十
章
　
そ
の
他
の
港
湾
の
施
設

（
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
の
要
求
性
能
）

第
五
十
三
条
　
第
五
十
一
条
の
規
定
は
、
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
廃
棄
物
埋
立
護
岸
の
要
求
性
能
）

第
五
十
四
条
　
廃
棄
物
埋
立
護
岸
の
要
求
性
能
は
、
廃
棄
物
の
適
切
な
処
分
及
び
埋
立
地
の
防
護
を
図
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

２
　
第
十
六
条
の
規
定
は
、
廃
棄
物
埋
立
護
岸
の
要
求
性
能
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
海
浜
の
要
求
性
能
）

第
五
十
五
条
　
海
浜
の
要
求
性
能
は
、
港
湾
の
環
境
の
整
備
を
図
る
も
の
と
し
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
港
湾
の
良
好
な
環
境
の
整
備
に
資
す
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
変
動
波
浪
、
水
の
流
れ
等
の
作
用
に
対
し
て
長
期
的
に
安
定
し
た
状
態
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

２
　
前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
者
の
利
用
に
供
す
る
海
浜
の
要
求
性
能
に
あ
っ
て
は
、
当
該
海
浜
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
緑
地
及
び
広
場
の
要
求
性
能
）

第
五
十
六
条
　
緑
地
及
び
広
場
の
要
求
性
能
は
、
港
湾
の
環
境
の
整
備
並
び
に
港
湾
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
復
旧
及
び
復
興
を
図
る
も
の
と
し
て
、
次
の
各
号
に
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
　
港
湾
の
良
好
な
環
境
の
整
備
に
資
す
る
と
と
も
に
、
当
該
緑
地
及
び
広
場
の
利
用
者
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

二
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
港
湾
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
復
旧
及
び
復
興
に
資
す
る
拠
点
と
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
。

三
　
レ
ベ
ル
二
地
震
動
等
の
作
用
に
よ
る
損
傷
等
が
、
軽
微
な
修
復
に
よ
る
レ
ベ
ル
二
地
震
動
の
作
用
後
に
当
該
緑
地
及
び
広
場
に
必
要
と
さ
れ
る
機
能
の
回
復
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
こ
と
。

（
そ
の
他
の
港
湾
の
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
）

第
五
十
七
条
　
こ
の
章
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
要
件
そ
の
他
の
旅
客
乗
降
用
固
定
施
設
及
び
移
動
式
旅
客
乗
降
用
施
設
、
廃
棄
物
埋
立
護
岸
、
海
浜
並
び
に
緑
地
及
び
広
場
の
要
求
性
能
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
告
示

で
定
め
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
技
術
基
準
対
象
施
設
（
建
設
中
の
も
の
を
含
む
。
）
が
こ
の
省
令
の
規
定
（
第
四
条
を
除
く
。
）
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
当
該
施
設
の
改
良
の
工
事

に
着
手
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
規
定
に
相
当
す
る
改
正
前
の
規
定
が
あ
る
と
き
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
二
年
九
月
六
日
国
土
交
通
省
令
第
四
六
号
）

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
九
月
六
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
船
舶
と
の
荷
役
の
用
に
供
す
る
固
定
式
荷
役
機
械
及
び
軌
道
走
行
式
荷
役
機
械
（
建
設
中
の
も
の
を
含
み
、
石
油
荷
役
機
械
を
除
く
。
）
が
こ
の
省
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
に

お
い
て
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
後
当
該
施
設
の
改
良
の
工
事
に
着
手
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
九
月
一
八
日
国
土
交
通
省
令
第
七
八
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
技
術
基
準
対
象
施
設
（
建
設
中
の
も
の
を
含
む
。
）
が
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の

省
令
の
施
行
後
当
該
施
設
の
改
良
の
工
事
に
着
手
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
一
一
月
二
九
日
国
土
交
通
省
令
第
九
一
号
）

（
施
行
期
日
）

こ
の
省
令
は
、
港
湾
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
附
則
第
一
条
第
一
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
五
年
十
二
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
一
二
月
二
六
日
国
土
交
通
省
令
第
七
二
号
）
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（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
設
置
さ
れ
て
い
る
技
術
基
準
対
象
施
設
（
建
設
中
の
も
の
を
含
む
。
）
が
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
港
湾
の
施
設
の
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
の
規
定
に
適
合
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

こ
の
省
令
の
施
行
後
当
該
施
設
の
改
良
の
工
事
に
着
手
す
る
場
合
を
除
き
、
当
該
施
設
に
つ
い
て
は
、
当
該
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。
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